
1

今回から，静定トラスの応力の求め方について学びます。
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トラス構造は，三角形を基本とし，接合部はピン接合にモデル化されるため，部
材には軸力のみが働きます。

また，荷重は，節点のみに加わると仮定します。
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まず，トラスの軸力の表記法のルールについて説明します。

軸力は，すでに学んだように，部材が引っ張られる場合が正となります。

したがって，AB要素に引っ張り力を与えて，内力である軸力Nxを見ると，断面
から離れる方向が正となります。

この断面の位置を節点に近づけていくと，一番下の図に示されるように，節点か
ら部材内部への向きが正の軸力の表記となります。

当然ながら，軸力が圧縮となる場合の表記は，矢印が部材内部から節点に向か
う方向になります。

これらを一見すると，引張の場合が部材が圧縮されているように見え，圧縮の場
合が部材が引張られているように見えます。

このために，表記を間違える人が沢山いますので，定義のもとをよく理解して，
間違わないようにして下さい。
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トラスの応力（軸力）を求める方法としては，大きく分けて２つの方法があります。

一つは切断法，もう一つは節点法です。

切断法は，これまで学んできた応力を求める方法と同様に，構造全体を二つに
分けて，内力（軸力）を定義し，片側の構造の力の釣り合いから内力（軸力）を求
める方法です。

この方法は，一部の部材，例えば最大軸力が発生する部材の軸力の大きさの
みを計算したい場合などには有効です。

もう一つの方法は，節点法と呼ばれる方法で，図解法と数式解法があります。

全部材の軸力を求める必要のある計算などでは，これらの方法の方が便利です。
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この授業では，最初に，切断法について学びます。

切断法によって，軸力を求める方法は，ここに示すとおりです。
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切断法では，まず，切断面を決めて，構造を二つに分けます。

ただし，切断した部材の未知の軸力は３つ以下である必要があります。これは，
釣り合い方程式が３であるためです。

したがって，すべての軸力が未知の場合，切断する部材は3本以下である必要
があります。

しかし，既知の軸力がある場合は，４本以上でも解くことができます。

次に，切断面で切られた断面に関して，正方向の未知の軸力を定義します。

（この場合，右の構造で軸力を求める場合は，あらかじめ反力を求めておく必要
があります。）

次に，x方向，y方向，モーメントの釣り合い式を立てます。

この３元の連立方程式を解くことによって，未知の軸力を求めます。
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トラスの軸力の表示は，図のようにペアーのベクトルで軸力の正負を表示します。

この時，引張力の場合は，節点から部材内部への方向に矢印を書きます。

圧縮力の場合は，部材内部から節点に向かう方向に矢印を書きます。

そして，それぞれの部材の軸力の値を書き込みます。

値の正負は，矢印で表示されていますので，値に＋－を付ける必要はありませ
んが，慣れるまでは付けておいた方がよいと思います。
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